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浦安が昭和 30 年代ごろから工場進出等に伴う水質汚染で次第に苦境に立たされ、最終的に 33 年






































跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 26 号　2018 年 7 月 25 日
も「スーパーマーケットさえほとんどないような不便な住宅地だった」9）浦安が開園後に急速に




























　そもそも筆者の勤務先と京成電鉄との因縁としては昭和 11 年 5 月と 13 年 5 月の京成電気軌道
大株主の変化を見ると、筆頭株主の川崎貯蓄銀行 40,893 株、3 位の川崎信託 18,405 株、5 位の日
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巨大米国系テーマパークの本邦初進出と地域融合 
華生命 15,750 株の川崎財閥系 3 社（合計 75,048 株、9.3％）が大きく後退し、その代り京成傘下
の成田鉄道が一時的な受皿として 79,900 株と一躍筆頭株主に躍り出た 17）。川崎財閥が京成から
資本を引き上げていくのと入れ替わるような形で日本生命は昭和13年1万株を新規取得して以降














































　石尾利勝元千葉支社長が京成系列の当地埋立企業に昭和38年 3月 13日取締役、同年 5月 29日
常務として出向、この間昭和 44 年 12 月 OLC は「一時事務所機能を上野駅前の日生ビルに移」















































おきたい。『オリエンタルランド概要』という昭和 40～41 年ごろ OLC が発行した小冊子には、
「京成電鉄計画線　東陽町より本埋立地域内を通過して千葉市千葉寺町へ至る新線を免許申請中」
として、交通図には「地下鉄東陽町」から埋立地 C 地区・B 地区・A 地区を経て、「臨海百米道
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10. 25 朝日 23）はその後も成田アクセスラインの新線争奪の攻防でも「国鉄案が通ったら京成の







ミー 40）に売却され」（馬場，p200）たため、この古典 SL は昭和 55 年ころのある日突然に杳とし
て浦安から姿を消して、来たるべき動態保存を心密かに期待していた筆者らを落胆させた。その
後、トミー本社工場で保存機を調査した方のサイトによれば、「九州鉄道が 1896 年に輸入したド
イツ、クラウス社製 C 形機。国鉄を経て鹿島参宮鉄道に譲渡、1963 年廃車の後もしばらく石岡で
留置されていた。その後東京ディズニーランドの運営会社オリエンタルランドにより保管されて
いた。動態復活も検討されたようだがトミーに譲渡」41）されたものと判明した。昭和 46 年廃車









心乗り入れを強く要望し、美濃部東京都知事も「旅客も通せ」（S50. 11. 11 朝日 22）と要請する
も頑固な国鉄当局の発想は「貨物輸送体系を一新するのが目的だから、客車なんかちょろちょろ
走られては困る」（S50. 11. 11 朝日 22）という徹頭徹尾明治以来の「貨主客従」であった。しか
しその後流石の国鉄も「複々線にして、旅客も走らせなければなるまい」（S50. 11. 11 朝日 22）と
微妙に変化し、やがて「国電総武線と並行する『第二総武線』の必要性が高まり、五十三年九月、
蘇我─西船橋間の旅客化が決まり…東京都心乗り入れルートが決定するまでは開業を見合わせた
い」（S56. 10. 8 毎日）という国鉄当局のなおもぐずぐず煮え切らぬ優柔不断な態度に怒り心頭の









る予定」（S58. 2. 3 日経夕⑧）と将来に言及している。
　昭和58年6月江東区でも自治会で住民2万人の署名を集め新駅設置の要望書を運輸省・国鉄双
方に陳情（S58. 6. 5 朝日 21）するなど沿線住民の熱望が高まってきた。昭和 58 年 7 月 1 日早耳
のミニコミ誌は西船橋～新砂町間の旅客化が間近として、この間に「新行徳、新浦安、西浦安 42）、
葛西沖の四駅」（S58. 7. 1 浦安ニュース①）設置と、一般紙（S58. 7. 6 朝日 22）に先立ち速報し
た。新浦安が二面、四線で快速がとまる本格的な設計なのに対して、なぜか旅客化にとって最重
要施設たるパーク玄関口のはずの「西浦安駅は…一面、二線、快速がとまる設計ではありません」






捨てられる中で、幸運な路線」（S61. 3. 7 朝日①）と評した。この間、情報の少ない京葉線旅客化
の動向を注視していた筆者も建設中の京葉線の工事風景を撮影し、一日千秋の思いで開通を心待
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「ショー / ライド工事」（長谷川，p99）と称された「最重要機密」（S57. 9. 16 産業）の詰まった遊
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ますがディズニーの名において、このプロジェクトを必ず成功させます。そして、浦安を世界の
観光都市にしてみせます」46）と直接浦安町民に向かって約束した。「これまでの千葉県の支援、地
元の期待」（高橋 25）に支えられてきた経緯から OLC は「地元の浦安市民にこれまでの協力を感
謝する」（高橋 27）ため昭和 58 年 4 月 15 日のグランドオープンを前に 13 日と 14 日の両日全市
民をパークに無料招待する決断をした。昭和58年1月発行『東京ディズニーランドニュース新春
号』には高橋社長の「オープンに先がけまして、4 月 12、13 日の両日を市民の皆さまのご招待日
と予定させていただいております」（ニュース，p1）とある。同開園号にも開園に「先がけて市
民の日を設け、みなさまへの御礼と完成のご報告を兼ねて、全市民のみなさまをご招待申しあげ
ることにいたしました」（ニュース開園号，p1）とある。昭和 58 年 3 月 18 日の完成式から事前
の関係者招待期間がはじまる運営開始日で、以後4月14日までをプレビュー期間としてキャスト
の実地訓練が行われた。

























ト」（S58. 4. 16 産業）となった。なおグランド・オープンの当日は折悪しく北海道出張中で立ち
会うことが出来なかった。昭和58年 4月 20日に予約購入していた「パスポート」（大人3,900円）
で開園後はじめて一般客として訪れた。保存している券面には「ご 1 名さま、当日印に限り有効
です」として黒字で「03 APR 20 ʻ83」、赤字で「00 APR 20 ʻ83」と前売り予約制度（次項参照）に
よる日時がしっかりと刻印されている。受け取った「ライブ・エンターテイメントご案内」には




　日本の遊園地では「当日に入り口の販売所で入場券を買うのが常識」（S58. 2. 24 流通①）で
あったが、昭和 58 年 1 月 1 日朝日 70 面の全面広告には「毎日の入場者数を決め、入園日を指定












座が…払い戻しをしますか」（S58. 2. 24 流通①）、「『ディズニーランドは、すべての施設がショー
である。だから予約が必要』という論理を押し立て…日本人スタッフの意見を無視して強行」
（S59. 4. 6 読売⑥）したと報じられている。開園時の「平日には、チケットを当日発売いたします
…平日に入場予約券をお持ちにならずにご来園された場合、入園に際しまして、お待ちいただく
こともあります」（ニュース開園号、S58. 4，p4）との「予約券中心の販売方法が日本の慣習に合
わず」（S58. 6. 8 産業）、「『行っても入れない』という風評が広まり」（社史，p88）、ゲストから
「不便との反発を受け、約二か月後には予約制を撤回」（S59. 4. 6 読売⑥）し、「当日売り券を増や
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すなど日本の実情に合った販売方法を急速にとり入れ」（S58. 6. 15 産業）た。当初は「いまのと
ころ昼間も前売り券なしの〝フリ〟の客を特例扱いで入園させ」（S58. 5. 17 日経）ていたものが、







など、日常性を引きずって来られては困る」（S58. 2. 3 日経夕⑧）とか、パーク「場内は米国と同






こっそりと出す所が各 1 店だけで「日本茶、みそ汁はない」（S59. 4. 6 読売⑥）という徹底排日ぶ
りであった。専門紙の金子記者は「根づくか米国式冒険商法」と題する特集の中で「年配者の間




いかなる論争があったか否か知るよしもないが、開園 3 ヵ月目にしてようやく昭和 59 年 7 月 20
日園内初の「本格的な和食レストラン」が隠れるようにではなく、公式広報誌での告知 51）を経た
数寄屋風〝公然施設〟として堂々オープンした。弁当類など「外部からの持ち込みはすべてご法









（S58. 5. 17 日経）ほどであった。しかし「スタート時こそ雨にたたられ低調だったものの、その




て舶来万能の有能科学者が仰天した如く、昭和 59 年 1 月 19 日「未明から降り出した雪は、ディ
















の自粛ムードの中同社は昭和 63 年 9 月 30 日予定していた「千台を超えるマイカーを組み合わせ
てミッキーマウスの形を描く催しを取りやめ」（S63. 9. 24 朝日 27）、明けて平成元年 1 月には大
喪の礼の「2 月 24 日を臨時休業する」（H1. 1. 27 朝日③）と発表した。映画をテーマにした第二
パーク構想が始動した時、日本側は「舞浜とフロリダでは環境が異なる」（加賀見⑮）、「そのまま
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⑯）と考えた。昭和44年OLC入社で初の生え抜き社長となった福島祥郎氏は「仕事を通じ、ディ
ズニー精神と和の精神の共通性に気づき、以来、日本文化の探求を続け」（福島，p183）、パーク
の入口を茶室のにじり口になぞらえ「ディズニーの神髄は和の心にあり」（H21. 4. 17 日経⑪）と
気付き、「アトラクションに和風のものはありませんがパークには和の心があふれています」





　昭和 58 年 12 月 2 日の日経は「四月の開園以降、すでに七百万人を超える入場者を記録…客一
人あたりの消費金額も見込みを四割上回る七千円に達し好調に推移」（S58. 12. 2 日経②）と報じ
た。実は開園当初から「客単価は七千円前後ときわめて高い…土産物の販売好調が最大の要因」









だったが、とても「一人平均二千円以上の土産物」（S58. 12. 2 日経②）の標準層の域には達しそ
うにない微々たるものであった。貧乏な筆者にはとても手が出そうにない高額なぬいぐるみなど
のキャラクター商品が飛ぶように売れるこの意想外のお土産需要が生まれる背景を専門紙は夢と












　OLC 側の見込み単価は直営 SC のスーパーの実績等を参考にはじいた由だが、実際には百貨店
を凌ぐ勢いで我々市民が日頃安価な生鮮食品等を求める際の消費行動 54）とは全く異質な結果と
なり、高橋社長自身も「正直言ってこんなに売れるとは思わなかった」（S58. 6. 30 産業）と驚く
ほどであった。会社側が当然に参考としたアナハイムでの実績値をも格段に凌駕しており、知恵
を授けた米側、会社側、それにクールな融資金融機関の事前予測のいずれもが「うれしい誤算」
（S58. 10. 15 工業）となった。
2．熱心なリピーターの激増
　開園直前のプロの観光業者の予想も「ディズニーランドに一度は行っても二度、三度と行く人















10. 15 工業）「地元の浦安市もまずまずの評価」（S58. 10. 15 工業）と報じられた。現在ダイエー
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浦安店がある旧 OLC 用地がバスターミナルとなり、浦安駅からの細い旧水路敷に俄に遊園地客
相手の商店が建ち並び、暫しの遊園地〝特需〟に沸いた。開園半年間を振り返り、地元の熊川市
長は「大きな雇用吸収力も地元にプラス…浦安のイメージアップにつながった」（S58. 10. 15 工
業）と好感した。浦安市のみならず「TDL がもたらした経済効果やイメージアップの効果は大き
く、もはや〈千葉〉県にとって欠かすことのできぬ施設になった」（S58. 8. 25 日経首都圏）とも
報じられた。筆者自身の細やかな体験でも浦安の住所で送った返事が「浦和市」と誤記されて
帰って来たことが少なくなかったが、開園後この種の誤記は皆無となり、確実に知名度アップに
貢献した。旧漁師町に由来する「旧市街・モトマチ」に所在する浦安小学校 5～6 年 51 人へのア
ンケート結果では、埋立地「シンマチばっか発展させてるとこは気に入らないけど」も「浦安の
ここが好き」の問いに 20 人が「ディズニーランドへタダで行けた」（S58. 12. 12 朝日夕⑨）を挙
げており、朝日記者は「なんと自転車でディズニーランドへ。こりゃ雑誌やカタログでしかディ







とは到底考えられなかった。たとえば昭和 58 年 12 月『週刊新潮』は「『あんな海っぺりの何もな
い所へ誰が行くものか。大風呂敷を広げて大丈夫かね』というのが『東京ディズニーランド』建






地区でホテルは果たして成功するのか」（S58. 8. 25 産業）との業界人の問いに「オフの集客に不




































ンド…やましい〝そっくりさん〟ではなく、堂々の直輸入」（S58. 2. 3 日経夕⑧）と紹介したが、
─ 20 ─
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 26 号　2018 年 7 月 25 日
後段部分は多分に奈良ドリームランド 58）を意識しての苦心の表現と思われる。また完成式を取
材した後にも「米国…WDP の技術指導で、米国カリフォルニア州の〝本家〟そっくりの大遊園












昭和 58 年 4 月 16 日休日を利用し札幌地下鉄に乗車して北海道開拓の村を訪問、お客を乗せて道
路上を疾走する生きた馬車鉄道に巡り会い明治期の札幌の雰囲気を暫し堪能した直後であったか
らである。馬車鉄道削除の理由はメインストリートを「日本は雨量が多く、冬は気温が低いため」




























1 朝日夕⑲）と米側が主張し JR 東日本があきらめたためとする。当時米側と国鉄・JR との対立
は開園当初から何度も報じられており、「旅行会社を四社に限定したところなどは国鉄並みの尊
大（？）さ」（S57. 11. 20 洋経，p80）とも評された米側は、〝親方日の丸商法〟をひっさげた尊大
な国鉄に対しても、従前「宣伝への協力などを〝常識〟としてきた」（S58. 1. 19 日経）アクセス
輸送一手引受の巨大独占体からのキャラクター使用等のむしのいい諸要請を「国鉄とて特別扱い































ザインとコミュニティデザイン』日本経済評論社、平成 26 年，p15～27 参照）
₂ ）本稿ではマーティ・スクラー著、矢羽野薫訳『ディズニー　夢の王国をつくる』（河出書房新社、平
成 26 年）を単に伝記とするなど、以下の略号を使用した。京成…川崎千春談『これからの京成』日本
通信社、昭和 40 年、ガイド 83…『ガイドブック 1983』オリエンタルランド、昭和 58 年、長谷川…長
谷川芳郎『魔法の国のデザイン』日本経済新聞社、昭和 59 年、野口…野口恒『東京ディズニーランド
をつくった男たち』ぶんか社、平成 18 年、有馬…有馬哲夫『ディズニーランド物語』日本経済新聞社、
平成 13 年、高橋…高橋政知「私の履歴書①～㉚」『私の履歴書経済人 35』日本経済新聞社、平成 16 年、
D 社会…アラン・ブライマン『ディズニー化する社会』能登路雅子監訳・森岡洋二訳、明石書店、平成
20 年、芳中…芳中晃『ディズニーランドはなぜお客様の心をつかんで離さないのか』中経出版、平成
21 年、50 年…オリエンタルランド社会活動推進部編『オリエンタルランド 50 年史』オリエンタルラン
ド、平成 24 年、馬場…馬場康夫『「エンタメ」の夜明け：ディズニーランドが日本に来た日』講談社、
平成 25 年、福島…福島祥郎『今をどう生きるか』日刊工業新聞社、平成 25 年、加賀見…加賀見俊夫
「私の履歴書①～㉚」日本経済新聞（平成 29 年 5 月 1 日～5 月 31 日連載）、山澤…山澤成康『ディズ
ニーで学ぶ経済学』学文社、平成 30 年 4 月。
［新聞雑誌］産業…日経産業、流通…日経流通、工業…日刊工業、洋経…週刊東洋経済、経ビ…日経ビ
ジネス、ダイヤ…週刊ダイヤモンド、金通…日本金融通信。





6. 12 読売）と論じた。詳細は浦安市郷土博物館企画展図録『おらんハマのゆくえ』平成 20 年参照。
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₅ ）拙稿①「京成グループの系譜─昭和 30 年代までの私鉄系列化を中心に─」『鉄道ピクトリアル』第
632 号、平成 9 年 1 月。②「海浜リゾートの創設と観光資本家─東京ベイ臨海型テーマパークの魁・三
田浜楽園を中心に─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 7 号、平成 21 年 3 月。③「遊園地
における虚構性の研究─観光社会学からみた奈良ドリームランドの「本物」「ニセモノ」論─」『彦根論
叢』第 404 号、平成 27 年 6 月。④「公開講座　遊園地・テーマパークの観光デザイナー─小林一三と













₈ ）須藤廣「ポスト・ツーリズムとディズニーランド」『日本大学文学部研究紀要』平成 26 年，p191。
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スター連にもお目に掛かれ」（『京成電車沿線遊覧案内』昭和 10 年，p159）ると謳っていた。
14）15）京成電鉄旅客課編『京成の四季』昭和 33 年，p110，p116。船橋ヘルスセンターは OLC 発起人
たる丹沢善利が塩田跡地活用策として創始した大衆相手の新しい「湯治」ビジネスモデル。丹沢善利は
拙著『企業破綻と金融破綻』平成 14 年、九大出版会，p381 以下参照。
16）谷津遊園は「経営的には黒字が続いていたにもかかわらず、京成電鉄が自社再建策の一環として売却
を決め」（S58. 4. 22 日経）、閉園後の「谷津遊園の職員約百人を東京ディズニーランドで受け入れても
らう話」（S57. 9. 20 日経⑤）を進めて地元有志が反発、憩いの場である谷津遊園は市民の財産として市
議会に遊園保存を請願、昭和 57 年 3 月採択された。






















ご縁の思い出」『なのはなだより 24』喜楽会千葉県支部、平成 30 年 7 月参照。
33）一方で根っからの楽観主義者のダイエー中内功社長は長谷工と組んで新浦安駅前の広大な商業用地
を確保した昭和 58 年 8 月浦安市役所を訪れ、「将来、浦安はとてつもなくすばらしい場所になるだろ








さうした謀略の一例といへよう」（S19. 9. 2 朝日④）などと「侮りがたい巧みな欺瞞ぶり」（S19. 9. 2 朝
日④）が糾弾されていた。
35）「経営の将来性巡り評価対立」（S57. 9. 27 金通）との記事によれば銀行 16 行（第二次では 14 行）、生
保 6 社の協調融資団の中で日生は第一次 700 億円の 7.5％、第二次 500 億円の 8.0％（S57. 9. 27 金通）
を占め、主な銀行が同率を維持した中で離脱分上乗せに応じた地元 3 行、各生保ともども積極組の主役
として幹事行の興銀、三井信託の 10％に準じる立場を占めたことが読み取れる。







反対で宙に浮き」（S55. 10. 25 朝日 23）、建設にともなう騒音から環境を守ろうと浦安住民が闘って阻
止した。
38）川崎市塩浜の東京貨物ターミナル～新砂町～蘇我～木更津間 105km の国鉄京葉貨物線計画が東京外
環状線の一部として古くからあり、昭和 39 年 6 月鉄道建設審議会で京葉線が新たに工事線とされ「こ










（『レイル・マガジン』平成 20 年 9 月号付録）。
42）当初案の「西浦安」とその後決定した正式駅名の「舞浜」については拙著『非日常の観光社会学』日
本経済評論社、平成 29 年，p40, 48 参照。
43）パーク開業前に 200 人余の米人監督者が「あまりにアメリカ流に運び過ぎ」（S59. 4. 6 読売⑥）たゆ
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えに OLC 従業員は密かに GHQ（連合軍総司令部の略）と呼んで恐れたという。
44）「工事の際の一番の苦労は WDP と OLC の立場の違い」（S57. 9. 16 産業）という「目に見えない〝難
















せいろご飯、松花堂定食」（ガイドブック、S59. 8，p11）を「セットメニューで 1,500 円前後」（ニュー
ス夏季号、S59. 7，p2）で提供した。
52）天皇皇后両陛下は昭和 50 年 10 月ご訪米の際に「ミッキーマウスと握手され…列車の駅へご到着、園
内を一周する汽車に乗り換えられ…おとぎの国のお召し列車風の車内から…ディズニーランドを十分




55）筆者は昭和 45 年大阪万博の際の〝万博少年〟と、万博に行けずにトラウマになった〝20 世紀少年〟
の議論を思い出した。万博とパークには仕掛人のほか幾つかの共通要素・因縁があると信ずる。
56）注 5）拙稿①参照。
57）OLC 創立 50 周年事務局編『オリエンタルランド創立 50 周年記念写真展─浦安市と共に歩んだオリ
エンタルランドの 50 年』平成 22 年 12 月。『広報うらやす』921 号に小さく告示されただけで惜しい。
58）ドリームランドは拙稿注 5）拙稿③参照。







62）おもしろ地理学会編『世界で一番おもしろい地図の読み方大事典』青春出版社、平成 25 年，p300 な
ど多数あり。
63）野口恒『「夢の王国」の光と影　東京ディズニーランドを創った男たち』平成 3 年、TBS ブリタニカ。
64）後年加賀見会長が「リゾートを感じるものが舞浜に必要」（加賀見 23）として「バスでもいいのでは」
（加賀見 23）との反対を押し切りリゾートラインを設け外周鉄道に一歩近づき、シーに馬鉄の進化形・
高架鉄道も登場、ウォルトの鉄道趣味を感じるものが舞浜に増えて嬉しい。
65）Web「なぜディズニーランド前駅にしないのか」（https://oshiete.goo.ne.jp/qa/6732083.html）
66）浦安市吏員によれば舞浜駅も「都市側の要望にそったデザインにて外装が整備され」（中山高樹「駅
と周辺環境のデザイン」『日本鉄道施設協会誌』平成元年 10 月，p20）た由だが、米側の要求はもとよ
りパークとの調和について特段の言及はない。
67）筆者の過去の名刺箱に収納させて頂いている個々のご尊名は割愛させて頂くが、金融機関在籍当時お
世話になった社内外の多数の関係各位をはじめ、その後今日に至るまでの機会に種々ご教示を賜った
山澤成康氏、山口有次氏、島村嘉一氏、前田茂雄氏、横山邦雄氏、窪谷治氏などの各位に深謝する。

